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法 律
第 14 号 国家公務員等の旅貨に関する法律の一部 を改
正 す る 法律 38 . 3. 15官報
報 第 40 号
第 15 号 印紙税法の一部を改正 す る法律
38. 3 .  15 ，， 
第 58 号 文部省設置法の一部を改正 する法律
38. 3 .  31 官報号外
第 69 号 国立学校設置法の一部 を改正 す る法律
指. 3. 31 ，， 
政 令
第 33 号 昭和38年度に入学す る児童に係る 教科用 図書
の無償措置に関 す る 政 令 部. 3. 5 官報
第 38 号 予算決算及び会計 令臨時特例等の一部 を改正
す る 政 令 38. 3 .  1 1  。
第 40 号 日 本学校安全会法施行 令の一部 を改正 す る政
令 38. 3 .  1 1  ＃ 
第 73 号 予算決算及ひ示会計 令臨時特例の一部を改正 す
る政令 38. 3 .30 。
第 94 号 文部省組織令の一部 を改正 す る政 令
38 . 3 . 31官報号外
第 95 号 国立学校設置法施行令の一部を改正 す る政 令
38 . 3 .  31 。
第 96 号 国立大学の大学院 を置く研究科の名称、及び課
程を定める政 令 38. 3. 31 ，， 
第 97 号 教育公務員特例法施行令の一部を改正 す る政
メμ弘、 38 . 3. 31 ，， 
省 令
文部第 4 号 昭和38年度に入学 す る児童に係 る教科用 図
書の無償措置に関 す る政令施行規則
38. 3 .  13 官報
大蔵第10号 国家公務員等の旅費支給規程の一部 を改正
す る省令 38. 3 . 25 " 
文部第 5 号 日 本学校安全会法施行規則の一部を改正 す
る 省令 38. 3. 28 It 
。 第 6 号 日 本育英会が行な う 貸与金回収業務の方法
に 関 す る省令 38 . 3. 30 官報号外
。 第 9 号 文部省設置法施行規則の一部を改正 す る 省
令 38. 3 .  31 " 
規 則
人事院 9 -31 隔遠地手当の一部 を改正 す る 規則
犯. 3 .  23官報号外
告 示
文部第54号 国立の義務教育諸学校の災害共済給付契約
に 係 る 児童文は生徒に ついての共済掛金 の
額 の う ち， その保護者等か ら徴収する額 を
















昭和3 8年3 月1 5日
富山大学長 横 田 嘉右衛門
第 4条の次に次の1 条を加え る 。
第 4条の 2 本学に大学院をおき， 次の研究科を設け る 。
薬学研究科
2 薬学研究科に関 す る 規程は， 別に定め る 。
第 5条を次のように改め る 。




工学部に電気工学科， 工業化学科， 金 属工学科 ， 機械工
学科および生産機械工学科をお く 。
「第3章 講座・学科目および学科課程」 を 「第3章
講座・授業科白 および教育課程」 に改め る 。
第 8条， 第54条， 第67条第 1項および第68条第 1項中 「
学科目」を 「授業科目」に改め る 。
第10条を次のように改め る 。
第10条 授業科目は， こ れ を 4年に配 当 す る 。
第11条中 「各学部 （ 2年課程を除 く 。 ） 」 を 「各学部」
に改め る。
第1 2条第 2項中 「専門科目」 を「専門教育科目」 に改め
る 。
学
校は金4 50円， 小学校は金300円」 に改め， 同項を第3項と
し，同条第 5項中 「入園料として金 300同」 を団料と l
して金4 50円」 に改め， 同項を第4項とす る 。
第50条を次のように改め る 。
第50条 学生定員は， 次のとおりと す る 。
入学定員 総定 員
文理学部
文 学 科 40名





経 済 学 科 1 60 名
薬 学 部




金 属工学科 40 名
機械工学科 50 名
生産機械工学科 40 名












第58条中 「薬学専攻科 薬学専攻 7 名」 を削る 。
第60条中「 学科課程」 を「 教育課程」に 改め る 。
第 62条中
「授業料年額9,000円 「授業料 年額 1 2.000円
検定料 1.000円 を 検定料 1. 500円
入学料 1.000円」 入学料 1.500円」
に改め る 。
第66条第1項中 「月 額600円」 を 「月 額 800 円」に ， 同条
l第 2項中「検定料として金 500円」 を 「検定料 と して 金第22条 学生は ， 8カ年 を こ えて在学す る こ とができ ない ｜I 750円」 に， 「入学料として金500円」 を「入学料として金
第13条第3項を削る。
第22条を次のように改め る 。
第31条第1項を次のように改め る 。 ｜ I 750円」 に改め， 同条第3項を削る 。
第31条 授業料は ， 次のとお り とし毎年前・後 2 期に分け ｜｜ 第67条第3項中 「授業料として金 300円」 を 「授業料と
て徴収 す る 。 ｜ 
年 額 区 分
金 1 2 ,000円 ｜ 昭和3 8年 4 月 1 日 以降 の入学者
金 9,000円 ｜ 昭 和31年4 月 1 日 以降 の入学者
金 6.000円 ｜ 昭和31年3 月31 日 以前の入学者
同条第3項中 「年額 金 2, 700円」 を「年額金3, 600円」に
改め る 。
第3 5条第1項中 「検定料として金 1,000円」 を「検定料
として金1, 500円」 に， 「入学料として金1,000円」 を 「入
学料として金 1. 500円」 に改め ， 同条第3項を削 り ， 同条
第 4項中 「中学校は金300円， 小学校は金 200円」 を 「中学
して金400円」 に， 同条第4項中 「検定料として金500円」
を 「検定料として金 750円」 に， 「入学料として金500円」
を「入学料として金 750円」 に改め る 。
「
別表 （第1 〕 中
電気工学科 ｜ 電気工学第1 講座・電気工学第司
2 講座・電気工学第3 講座・電
気工学第 4 講座・電気工学第 5
講座
工業化学科 ｜ 工業化学第1 講座・工業化学第
工学部 ｜ ｜ 2 講座・工業化学第3 講座・工
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報金属工学科
業化学第 4 講座・工業化学第 5 I 
講座
金属工学第 l 講座・金属工学第
2 講座・金属工学第 3 講座・金
属工学第 4 講座
機械工学第 1 講座・機械工学第
2 講座・機械工学第 3 講座・機





電気工学科 電気工学第 1 講座・電気工学第




2 講座・工業化学第 3 講座・工







学第 4 講座・機械工学第 5 講座
生産機械工学第 l講座・生産機
械工学第 2 講座・生産機械工学








別表 （第 2 ） 中 「学科目 」 を 「授業科 目 」 に改 め る 。
附則の次に次の附則 を加え る 。
附 貝lj （昭和 38年 3月15 日 改正 ）
この学則 （改正 ） は， 昭和38年4月1 日 か ら実施する。
富山大学大学院薬学研究科規程
富山大学大学院薬学研究科規程 を評議会の議を経て次の
よ う に 制定する。
昭和 38 年 3 月 15 日
富山大学長 横 田 嘉右衛門
第 l章 総 則
第 1 条 富山大学大学院薬学研究科 （以下 「研究科」とい
う 。）は， 学部に お け る 一般的ならびに 専門的教養を基
礎と し て広い視野に立って ， 薬学の 専攻分野を研究 し，
精深な学識と研究能力を養い， 文化の進展と人類の福祉
に寄与 し得 る人材を養成する こ と を 目 的とする。
第 2 条 研究科に修士課程をおき， つ ぎの 専攻を設け る。
薬学 専攻
第 2章 学生定員
昭 和 3 8 年 3 月
第 3 条 研究科の入学定員は， 20名とする。
第 3章学年，学期およ び休業 日
第 4 条 学年， 学期お よ び休業 日 については，富山大学学
員lj （以下 「大学学則Jとい う 。 ） の規定 を準用する。
第 4章 修業年限およ び在学期間
第 5 条 研究科の修業年限は， 2 年とする。




第 5章 授業科 目 お よ び履修方法 I n 」 I I u 第 7 条 研究科に お け る授業科 目 お よ び配当単位数は， 別 l 号
表のとお り とする。
第 8 条 学生は， 2 年以上在学 し て必修科目22単位以上，
選択科目 3 単位以上，合計30単位以上を修得 し ， 更に学
位論文を提出 し ， かつ ， 最終試験に合格 しな ければな ら
な い。
第 9 条 各学生につき ，指導教授 を定め る。
第10条 学生は，履修する授業科 目 中選択料自の選択に
ついては，あ ら か じめ指導教授の指導 を受けな ければな
」
らない。
第 6章 課程修了 の認定
第11条 各授業科目の単位修得の認定は，試験 ま たは研究
報告等に よ り，学期末に担当教官が行な う も のとする。
ただ し， 病気そ の他止む を得な い事 由 に よ り 正規の試験
を受け ることができなかった者は， 追試験 を受け る こと
がで き る。
第12条 各授業科 目 の成績は， 合格およ び不合格の 2 種と
する。
2 不合格の授業科 白 に ついては， 願い出に よ り 再試験 を
許可する こ とがあ る。
第13条 研究科 所定の在学期間中 に ， 所定の授業科 白 の単
位 を修得した者は， 学位論文 を提出し， 最終試験を受け
な けれ ばな らない。
2 最終試験は ， 学位論文を中心と してこれに関連する科
自について行な う も のとする。
第14条 学位論文の審査お よ び最終試験は，研究科委員会
に おいて選出された審査委員がこれを行ない， その合・
否は審査委員の報告に基づい て研究科委員会 が 認 定 す
る 。
第 7章 学 位
第15条 研究科に 所定の修業期間在学 し て ， 所定の単位を
修得 し， 学位論文の審査お よ び最終試験に合格 した 者に
は， 薬学修士の学位 を授与する。
第 8 章 入学， 休学， 転学お よ び退学
第16条 入学の時期は， 学年の始めとする。
第17条 入学を志願す る こ とがで き る 者は， つぎの各号の
ーに 該当す る 者とする。
一 薬学士の称号 を有する者
二 右と同等以上の学力があ る と認めた者
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第18条 入学を志願 す る 者は ， 指定の入学願書およ び そ の
他の書類 を 所定の期間内に提出 しなけれ ばならない。
第四 条 入学志願者につい ては， 選考の上入学 を 許 可 す
る。
2 選考の方法は， 別に定めるo
第 20条 転入学およ び再入学については， 大学学則の規定
を準用す る。
第21条 入学を許可さ れ た 者は， 別に定 め る と こ ろに よ り
入学手続を行なわなければな らない。
第22条 休学， 転学および退学について は ， 大学学則の規
定 を準用する。
第 9章 入学検定料， 入学料およ び授業料
第23条 入学志願者は， 検定料 と し て金 1 ,500円を納めな
ければな らない。
第24 条 入学を許可さ れ た者は ， 入学料 と し て金 1.500円
を所定の期 日 ま でに 納めな けれ ばな らない。
入学料を納めない者は ， 入学を取 り消す。
第25条 授業料は， 年額 金18, 000円 と し ， 授業料の納付時
期およ び減免の扱い等に ついては， 大学学則の規定 を準
用す る。
第10章 懲 戒
第26条 懲戒に ついては， 大学学則の規定 を準用す る。
第1 章 教員組織
第27条 研 究 科におけ る 授業ならびに 指導は， 本学 薬学部
の教授， 助教授およ び専任講師がこ れ を担当 す る 。
第12章 運営組織
第28条 研 究 科に研 究 科長 をおき， 薬学部長 を も っ てあて
る。
第29条 研 究 科に属す る学事管理を行な う た め， 研 究 科に
委員会 をおき， 主 科目 担当 の教授を も っ て組織 す る。
第30条 研 究 科委員会は ， つぎの事項を審議す る 。
一 教育課程に関する事項
一 試験に 関す る事項
一 学位論文に 関する事項
四 入学， 退学， 休学， 転学およ び懲戒そ の他学生の 身
分に関 す る事項
五 そ の他研 究 科の教育， 研 究およ び運営に関 す る 重要
事項
第31条 研 究 科委員会は ， 研 究 科長が招集 し議長 と な る 。
2 委員会は ， 在職教授の 3 分の 2 以上の 出 席 を も っ て成
立 し ， 議決には 出 席教授の 2 分のl 以上の同意を要 す る
も の と す る 。 た だ し ， 前条第 2号およ び第 3号の事項に
関 し ては， 出席教授の 3 分の 2 以上の同意を 必 要 と す
る 。
3 海外旅行中または休職中 の教授は ， 前項の数に算入 し
ない。
第 13 章 雑 則
第32条 この規程に定め る も ののほか， 研 究 科の学生に関
学
し必要な事項は， 大学学則を準用す る 。
第33条 大学学則を こ の規程に適用ま た は準用する場 合は
「学部長」 を 「研 究 科長」 と 読み替え る も の と す る。
附 則
こ の規程は， 昭和38年 4月l 日 から実施 す る。
別 表
＠ 授業科 目 およ び単位数
授 業 科 目 ｜ 単位数 II 授 業 科 目 ｜ 学位数
薬 化 学 特 論 ｜ 2 11 薬 物 学 特 論1 2 
薬品分析化学特論 ｜ 2 Ii薬品物理化学特論 ｜ 2 
生 薬 学 特 論 ｜ 2 ｜｜薬品合成化学特論｜ 2 
衛 生化 学 特 論 ｜ 2 ｜ 薬 品 製 造 学特論 ｜ 2 
薬剤学 特 論｜ 2 1 0薬 学 特 別 実 験 ｜ 18 
生 物 薬品化学特論｜ 2 110薬 学 演 習 ｜ 4 
0印は必修
講義は， 教官 の指導に よ り 4 科目 以上にわた
り 8 単位以上， 実験およ び演習は ， 薬学特別
備 考｜ 実験1 8単位以上およ び演習 4 単位以上を履修





昭和 38 年 3 月 15 日
富山大学長 横 田 嘉右衛門
第 1 条 富山大学大学院の管理運営に関 す る 重要事項を審
議す る た め ， 大学院委員会 （以下「委員会」 と い う 。 〉
を設け る。
第 2 条 委員会は， つまに掲げる職員 を も っ て組織 す る 。
一 学 長
一 薬学部長
三 薬学研 究 科の教授
第 3条 委員会は ， つぎの事項を審議す る 。
一 大学院の組織運営に関する事項一 学位授与の認証 に関する事項
一 学長 の諮問 した事項
四 そ の他大学院に関する 重要事項
第 4 条 学長は， 会議を招集 し て そ の議長 と な る。
第 5 条 会議は ， 委員の 3 分の 2 以上 の 出席 を も っ て 成立
し ， 出席委員の過 半数の同意を も っ て議決する。
第 6 条 学長は ， 必要あ る と きは委員以外の者 を会議に 出
席 さ せ る こ と ができる 。
第7 条 委員会の庶務は， 事 務局が処理す る 。
附 則
この規程は， 昭和38年 4月 1 日 か ら実施す る 。
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昭和38 年 3月30 日
富山大学長 横 田 嘉右衛門
第 l条 を次の ように改め る。
（専攻教科）
第 1 条 初 等教育科の専攻教科は ， （1）国語（2）社会（3）数
学（4）理科（5）音楽（6）図 画工作 (7）体育 (8）家庭 (9) 
教育学（10）教育心理学とする。
2 中 等教育科の 専攻教科は， （1）国語（2）社会（3）数学
(4）理科（5）音楽（6）美術（7）保健体育（8）家庭 (9）技術
（附英語とする。
第 2 条を次の よう に改め る。
（履 修）
第 2 条 学生は ， 所定の一般教育科 目 ， 外国語科目，保健体
育科 目 お よび専門教育科 目 を履修 し な けれ ばな らない。
第 3 条を次の よう に改め る。
（一般教育科 目）
第 3 条 一般教育科目 については， 人文科学 （倫理学 ま た
は哲学の うち1 科 目 2 単位必修） ， 社会科学 （ 日 本国憲
法 2 単位必修） お よび 自 然科学の 3 系列にわた り ， それ
ぞれ 3 科 目 12単位以上計36単位以上 を履修 しな ければな
らない。
第 4 条を第 6 条と し ， l言］条を次の ように 改め る。
（専門教育科 目）
第 6 条 初 等教育科に ついては， 専攻教科の授業科 目 16 単
位以 上 を履修 し， そ の他の 5 教科 （教育学 ま た は教育心
理学を 専攻する者は 6 教科） 以上にわた り ， そ れ ぞれ 2
単位 を履修 し， さ らに所定の教職科 目 （別表I)と別に選
択履修 した も の を合 わせて 計84単位以上 を履修 しなけれ
ばな らない。
2 中等教育科については， 所定の専攻教科の授業科目 お
よ び教職科目 （別表I ) を履修 し さ ら に選択履修 した も
のと合 わせ て計84単位以上を履修 しな ければな ら ない。
3 学生は， 前 2 項のほか特別研究を履修 し， 単位の認定
を受けな ければな ら ない。
第 5 条 を削 る。
第 6 条 を第 7 条と し， 同条 を次の ように 改め る。
第 7 条 初 等教育科については， 専門教育科 目 の教科 と し
て ， 音楽， 図 画工作，体育につい てそれ ぞれ 2 単位 を履
修 し， そ の う ち 2 科 目 に つい て単位の認定 を受けな けれ
ばな ら ない。
第 7 条 を第 4 条と し， 同条を次の よう に 改め る。
（外国語科目）
第 4 条 外国語科目 は， 16単位以上を必修とす る。
第 8 条 を第 5 条 と し ， 同条を次のよ う に改め る。
！ （保健体脊苧｜白）
｜ 第5 条 保健体育科目は， 4 単位以上を必修とする。
｜ 第9 条を第 8 条とし， 同条第 2 項 を次の ように 改め る。
I 2 授業…績は 試駅叩績に よりー ｜ 大が判定す；；：..。 I ’ A主 4I す二第10条を第 9 条とする。
第 11条を第 10条と し， 同条 を次の よ う に改め る。
第10条 合格 した授業科 目 に 対 し ては ， 学部長が 所定 の単．一
位 を認定 する。 I ·--· 1 0 
第12条を第1 1条と し， 同条 を次 の よ うに改める。 l 号
（転学部， 転学科， 転入学， 編入学）
第11条 定員に余裕があ るときは， 選考の上， 転学部， 転
学科， 転入学お よび編入学を許可する こ とができる。
第13条を第12条と し， 同条を次 の よう に 改め る。
第12条 転学部， 転学科， 転入学 を許可する時期は， 一般
教育課程を修了 したときとする。
2 編入学 を許可する時期は， 4 月とする。
第14条を第 13条と し， 同条を次の ように 改める。
第 13条 転学部， 転学科を出願す る 者 は， 願書 を提出 し て
学部長の許可 を得なければな ら ない。
2 転入学 ま た は編入学を 出願する 者は， 学部長 を経て学
長 あ て に (1)転（’編）入学願（2）在学する大学の受験許可
書 （在職者は 所属長の承認書） (3）履歴書 (4）成績証明
書 （人物 所見を含む。） ( 5）健康診断証明書 を提出 しな
ければな ら ない。
第 四条を第 14条と し， 開条た次の ように 改め る 。
第14条 転学部， 転学科， 転入学お よび編入学の選考は，
教授会が行な う。
第16条 を第15条と し， 同条を次の よ うに改め る 。
（！隠講生）
第15条 i隠講を出願する者は， (I）聴講願 (2）履歴書 (3）健
康診断証明書 (4）所属長許可書 （在職者に 限る。 ） を学
部長あてに提出 し な けれ ばな ら ない。
第 17条 を第16条と し， 第18条を第 17条とす る。
第四条 を第四条 と し ， 同条を次のよ う に改め る 。
第 18条 一定の 資格があ ると認め られた者には， 単位を認
定する こ とができ る。
別表を次の よう に 改 め る。
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別 表 I
よ竺！ 初奪教 育 科 中等教 育 科君主音専攻｜教科専攻 Z教� 1 ���
一 人文科学系列 ｜ 12 12 i官 社会科学系列 12 12 
自然科学系列 ｜ 12 12 
計 36 36 
- 5ー
6 
I I I I I 2 I I I 3 I I I 3 I 
I � 6 1 16 �8 2 
16 
2 
日 本 教育史 I 4 
西 洋 教 育史 I 4 
教 育 哲 学I 2 
教 育 社 会 学 I 4 
教 育 課 程 I 2 
生活指導（進路）！ 2 
学 習指 導I 4 
教 育 行 政 I 2 
児童 心 理 学 I 4 
青年 心 理 学 I 4 
幼児 心 理 学 I 4 
学 校 保 健 I 2 
社 会 教 育 I 2 
図 書 館 学 I 4 
教材研究 ｜ 払 三 品 I 11 I ｜ 実徳教育の研 I 4 1 















































4 16 16 教 材 研 究教
計( 1 教科） 3教科教育法
教 ｜ 教 育 原 理









2 2 2 
3 各 1ill n I 国 語科 教 育 法3 4 
3 各 1ill n I 書 道 科 教 育 法2 6 
4 3 各 論I 論総社 会 科 教育 法18 36 目
3 各 1
E 一 学学一E工物 理学生 物学I ll 
n 数 学 科 教 育 法




4 各 1化地育 法教科理．特 別研 究











I 美 術 科 教 育 法
保 健 体育科教育法
保 健 体 育 科
体 育 教 育 法
保 健 体 育 科
保 健 教 育 法




初 等教育科の学生は， 音楽， 図 画工作， 体育の 3




2 各 ln I 
3 各 1ill n I 
3 各 1ill n I 技 術 科 教 育 法
2 各 1n I 農業 科 教 育 法n c イ ）表Bリ
2 各 1I 工 業 科 教 育 法教 職 科 目 （教科 専攻） n 
2 各 1n I 商 業 科 教 育 法
3 各 1
3 
ill n I 英語科 教 育 法
各 1][ n I 職 業 科 教 育 法







九 ｜ 教 育 実 習 」L選 択I 16 
計
報 昭 和 3 8 年 3 月
教材研究内容
習日本文学講日読 演） I 唾A 1 1 3 国 語 科 教材研究 I lI 各1 2 国 文学 同上（中古） 4 3 
社会科 教材研究 3 3 同上（中世） 4 1 1 3 
算数 教材 研 究 2 2 同 上 （近世） 4 1 1 3 
〈（生物 物学理 地化 学学）） 各 1
同上（近 代） 5 1 2 3 理科 教材 研 究 2 文学 概 論 2 2 
音楽 科 教材研究 I lI 各1 2 特 日本別文講 学義 4 4 
教図 画材工研作 科究 I lI 各1 2 中国文 学史 4 2 保教健材体 研育 科究 I lI 各1 2 漢文学 中 国 思想史 4 2 
家 庭 科 教材研究 I lI 各1 2 漢文学 講読 5 1 3 
計 1 7 書法I （構書） 5 1 1 4 向上lI （行書） 5 1 1 4 
備考 指定以外のものは選択単位として認定する。 同上 III （草書） 3 2 
向上 III （かな） 5 4 
男。 表E 書 道 同上 III （築隷） 3 2 
教 科 名 国 圭n五"' 書 道 史 8 8 
初教 育 等科 ｜｜ 中 等教育科 書 論 研 究 2 2 授業科目 内 t骨v・ 開 設 書 式 研 究 1 
必 ｜選必 ｜ 必 ｜選必 ｜ 選単位 書 道 特 別講義 4 4 
｜国 語 概 説 2 2 基 本 科目 ｜ 学習始めに指定｜
国 語 各 論1 0  2 8 特 設科目 ｜国語 学 国 語 演 習 4 2 2 
三ロ舌 壬ロ五 必て渉「 f担：E征E 幸問ム問 2 2 22 j 1 2  j 
国 語特 別講義 2 2 計 8 
日本 文学史 I1 0  6 4 1 26 16 42 日本（上文学代各） 論 4 2 備考 教科 教育法 および教材研究は，別表lI （ロ） に
同上（中古） 4 2 示す。同 上 （中世） 4 2 
向 上 （近世） 4 2 
同 上 （近 代〉 4 2 2 
別 表E
教科目 社 tτ正』五
中 等 教 育 科
開 設 初等 教育科 第 一 類 第 一 類 第 二 類授 業 科目 内 円谷与， 共必通修 （歴史） （地理） （法経）単 位 選必 ｜ 選 選必 ｜ 選
× 日 本史学I （古 代） 2 2 
× 日本史学II （中世） 2 2 
日本史学 × 日本史学III （近世） 2 2 2 
×臼 本史 学IV （現 代） 2 2 2 2 2 
日 本 史 学 演習 4 6 4 4 4 
東洋史学 東 洋 史 学 4 4 4 4 
× 西洋史学工（古代） 2 2 2 







西洋史学｜西 洋 史学 演 習 ｜
歴 史 学 ｜ 史 学 概 論 ｜
考 古 学 ｜ 考 古 学 ｜
×地 理 学序 論 I
×地 理 学序 論 E
人文地理学各論 I （経済地理学）
人文地理学各 論 E
地 理 学｜（歴史地理学）人文地理学各 論E（集落地理 学）
人文地 理学各 論 IV（人口地理学）
人文地理学各 論 V（民 族 学）
I 日 本 地 誌地 誌 学 ｜ × 外 国 地 誌
地 形 学
地 理 学 ｜ 地 図 学地 理 学 演 習（巡検 を 含む〉





法 律 学 演 習
法 律 学
政 治 学 ｜ 政 治 学
×経 済 原 論
経 済 学 ｜ 経 済 政 策経 済 史





















川内向一 … 77 422 
2 I 2 2 
2 I 2 2 
6 2 I 2 2 2 I 2 2 
2 I 2 2 
4, て1-l!T！「「I!
� I � I I I � 5 I 5 5 
4 
! I I ! I ! 
1-1-1�｝十｜－｜ード卜ド
6 -I so 8 弁3g) I弓ぷ）
社 会 学｜社 会 学 l 4 l 
哲
計
備考教科教育法 および教材研究は， 別表II （ロ〉に示す。
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授業科目 内 容明皐l；訂；数学概論 ｜ 数 学 概 論 I s / I I I I s 
代数学




















































計 学 I 3 
確 率 ｜ 
計 測 法 I 2 
算 法 ｜
力 学 I 2 
数学特別講義 I 20 I 


















I I I I 2° 
｜｜ ｜ ｜ ｜｜｜｜ 
」竺也凶




一般物理学 I II ill 物 理 学 各 論
物 理 学 実 験
物 理 数 学
物 理 学 演 習
物 理 学 特 別 講 義
解 析 幾 何 学
微 分 積 分 学





























































第 40 号 学
化 学 総 論I 2 2 2 
化 化学 総 論 E IlI 4 4 4 化学各 論I n nr 12 12 12 12 12 
化学特別講義I liilIIV 8 8 
化 学 実 験I 2 2 2 戸す主d与与 化学 実験E IlI IV 6 li ilI 4 2 6 6 
農 産 製造 学 4 4 
生物 学総論I JI IlI 6 I 2 I 2 4 4 4 4 
植 物 学I JI IlI 6 I 2 I 2 4 4 4 4 
生 動物 学I JI IlI 6 I 2 I 2 4 4 4 4 人 体 生 理 学 2 2 2 2 2 
顕 微 鏡 実 験 2 2 2 
生 物 学 実 験 7 7 7 7 7 
物 。 生 物学野 外 実 習 2 2 2 2 2 
生物 学特 別講義 3 3 
衛 生 学 I 2 2 2 2 
体 育 解 剖 学 2 2 2 2 2 学 体 育 生 理 学 2 2 2 
園 でてE仕・ 学 2 2 2 
畜 産 学 汎論 2 2 
地学 総 論I JI 4 CI ) 2 (JI) 2 4 
岩石鉱物 学I n 4 (I ) 2 2 2 2 2 
地 地 学 実 験 I 2 2 
地 学 実 験 E 1 1 1 1 1 
天 文 学 2 2 2 2 2 
気 象 学 2 2 2 2 2 
地 形 A子斗 弘・ 4 2 4 4 4 4 
地 史 学 4 4 4 4 2 2 
古 生 物 A子＇－＇.与 2 2 2 2 2 
A寸ふ4与 鉱床 学（応用地質〕 4 4 4 4 4 
。 野 外 巡 検 2 2 2 2 2 
地学 特 別講 義 3 3 
重 初（物 理等学・化科 学）目 1 初
（生物等学 ・化科 学〕目 1 




各位田2 6 6 6 6 
179 16 50 （＋必5修 0 32) （十必50修32〕 （＋�、0（彦32)
備考 1 .  0印は実験 の単位として認める。
2 .  教科教育法および教材研究は， 別表II （ロ） に示す。
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報 昭和38 年3月 1 日
.5.liJ 表E
教科名 音 楽 ベデザイン引2 1 I � I � I � I 色彩学2聞ヤ琵，谷τ‘＝， 中等 教育科 木 工 I 4 2 1 1 2 単位必 必 ｜選必｜ 選 工芸制作 木 工 E 4 2 2 ソJレフェージュ 金 工 2 2 I Il IlI 3 1 1 1 1 及 び 窯 せτE士; 4 2 2 ソJレフェージュ ソノレフェージュ 2 1 1 デ （構ザ成 を含イむ）ン 4 1 2 1 1 NV 理 論
初等 唱歌法 図法及び 製図 2 1 1 1 2 1 1 戸＝ 楽 独唱法I Il 4 2 1 1 彫 塑 ｜｜ 彫彫 塑I I • j I }z I � I 2 I 3 （誌を） 独唱法 E N 4 1 1 2 塑 Il 4 
メ口入 p� 法 5 2 2 1 2 美学 概 論 4 2 2 
初等 ピアノ奏法 2 1 1 美術理論 美術教 育 論 4 
器 楽 ピアノ奏法I Il 4 2 1 1 及 び 日本美術史6 2 2 2 2 ピアノ奏法IlIIV 1 1 2 美術史 西洋美術史6 2 2 2 2 
（誌を） 弦楽 器奏法 1 1 1 3 美術史 演 習 2 1 l 1 管 ・打楽器奏法 2 基本科目 ｜ 基 本図 画 I 1 I メC入l 奏 法 2 2 1 2 基 本 工 作 1
指揮法｜指 法i 2 I 1 I I 2 I 揮 特設科目｜2 I 2 i音 楽 通 論 2 一｜叫24 _ I竺｜i和声楽I Il 4 2 2 2 音楽理体n剛i 対位法I Il 4 2 2 ー十 6 
及 び 作曲法I Il 4 2 2 2 16 42 i西洋音I Il 楽 E史音楽史i IV 8 2 2 4 4 備考 教科教育法および教材研究は，別表Il cロ）に1日本音楽史I Il 4 2 2 示す。; 'ff 楽 美 学 4 2 2 
月り 表直問自lソJ一九I1 I 教科名 体育・保健体育ピ ア ノ奏法 1 
教初育等科特設 科目 i 開設 中等 教育科授業 科目 内 容25 単位必 ｜選必 必｜選必｜ 選
｜体 育 概 論5 2 2 2 
体育 原理演習 1 1 76 16 42 体 育史概論 2 
備考 教科教育法および教材研究は，別表Il c ロ 〉 に 体 育心 理学 2 2 
ポす。 体演 育習心I理学Il 2 体育原理 3 体 育社会学 2 2 2 
別 表直 体演 育習社I会学Il 2 
教科名 図商工作 ・美術 身体運動学 2 2 膿隅｜内 容問！-r! 中 等 教育科 及身体び運実験動学I 演習Il 2 1 必 ｜選必｜ 選 体 育 管 理 2 2 
素 描 I 6 /2 2 1 3 体演 育習 管I 理Il 2 2 素 描 E 5 1 1 3 
画 彩 画I 6 2 4 運 動 論 2 2 
彩 画 E 5 1 2 2 体育管理 舞 踊 概 論 2 2 
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体 育 解 剖 学
体育 解剖学演習






民族 衛 生及び衛 生 政 策
救急処置 及び看 護 法
























































食 ロ 学ロロ ー
栄 養学
2 調 理 実習
2 
2 
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×衣 料 学I I 2 
衣 料 学 Ill 2 
衣 料 学ml 4 
×衣 料 学 IVI 2 
衣料学実験実習 ｜ 3 
被服 学I I 2 
×被服 学 Ill 2 
被服 学ml 2 
被服学 実 験I 3 
被服 構 成 学I 2 
被服構成学実験｜ 1 
×被服工作I I 4 
×被服工作Ill 4 
×被服工 作ml 2 
素 描 I I 2 
彫 塑 I I 2 
デザイン（平面〉｜ 1 I 
×家政学概論 I 2 
家庭 管 理I 2 
家 庭 経 済 I 2 
家 族 関 係 I 2 
民 法I 2 
×住 居 学I 4 
住居学 演 習 I 1 
園 芸 学I 2 
2 
2 2 
























報 昭 和 38 年 3 月
× 育 児 学 I 2 2、 2 機 構 学 2 2 2 




精 密密 機測 定械 2 2 2 3 1 1 1 1 
看家 護 庭学 機械設 計法 4 4 4 看 育 児護 家実 庭習 2 l 1 1 機械 工作 法 2 2 2 2 機械工学 実験 2 2 2 衛 生学I 2 2 工 業 機械工学演習 2 家家 庭庭 機工械作 ワ, 2 2 電気工学概論 2 2 
家 家 庭庭 工作機 実械習
電気工学実習 2 2 4 4 家庭 機械 2 1 電気磁気学 4 2 2 
設 計・製図 2 1 1 1 電 気 回 路 2 2 2 家庭 工作 木 工 I 2 2 電 子 工 学 2 2 2 
金 工 1 1 電 気 計測 2 2 2 
家庭 科 特別講義 10 10 通 信 機 器 2 2 2 
基本科 目｜ ×印のもの 照明及び電熱2 2 2 電 力 機械 2 2 2 
電気工学実験 2 2 2 
34 j 12 j 電気工学演習 2 2 2 計 演リ 法 2 2 2 
計 4 作物学・ 同実験 3 3 
126 16 50 作 物学 汎論 2 2 2 
備考教科教育法および教材研究は，別表II （ロ） に 作 物学各 論 4 4 4 作 物学特論 2 2 2 示す。 園 でτ土E台 づ品ら... 4 2 2 2 
＝円会� 種 学 2 2 2 
別 表E 作 同物学実実 験習 2 2 2 教科 名 技 畜産学 ・同実験 1 1 
開 中 等 教 育 科 畜産学 汎論 2 2 2 
設 畜産学各 論 4 4 4 授業 科 目 内 ，谷チ？・ 単 第 二類 畜産経営論 2 2 2 農 業
位 飼 料 学 2 2 2 




2 1 1 1 農 業 実 習 2 2 
2 1 1 1 農業 機械 実習 2 2 2 
土壌肥料学 4 4 4 
木材加工 法 4 4 4 農産 製造学 4 4 4 







産業概説 ｜ 産 業 概 説 I 4 1 2 I I z J 
一 ｜ 職 業 指導 原理 I 4 1 2 I I 2 : 職 業 指導の技術 4 i 4 ;  
技 術 史 4 2 
担リ 民嘗呈主 学 2 2 
統 計 jず＂＂＇与. 3 3 
代 数 学 I 3 3 
解 析 幾 何学 2 
微 分 積 分学 4 4 
微 分方程式論 2 2 一 般物 理学1II 
I ll  6 6 
化学総論Z Il 11I  6 
生物学総 論 2 2 
植 物 学 I 2 2 
動 物 学 I 2 2 
34 1 10 l 
6 6 
210 50 50 
開j考教科 教育法は， 別表n cロ） に 示す。
思リ 表 E
教科名 英 3三1京ロ
中 等 教 育 科授業 科目 内
単位 必 ｜ 選必 ｜ 選
英 語 音 声学 4 4 
英 呈関日互 史 2 2 
英 語学 英 文 法 4 4 
英 語学 演 習 5 2 2 1 
英語学特別 講義 2 2 








び英作文 英 作 文












I 62 ド§＿ I�
学




2 授業 科 目 内 廿内角， 開 設 初等 教 育 科
3 単 位 必 ｜ 選必
3 初等 教 育 原理 4 4 
2 初等 教 育心 理 4 4 
4 日本教 育 史 4 
2 西洋教 育 史 4 
6 教 育 哲 学 2 
6 教 育 社会学 4 
2 教 育 行 政 2 
2 教 育 法 規 2 12 
2 初等 教 育 課程 2 教 育 方法概説 2 
学 習 指 導 4 
生 活 指 導 2 
視 聴 覚教 育 2 
学 校 管 理 2 
学 級 経 営 2 
教 育 統 計 2 
教 育 財 政 2 
社会 教 育 2 
図書 館 学 4 
教育学特別講義 4 
幼 児心 理学 4 
児 童心 理学 4 
教 育学 演 習 4 1 
教 育心 理学実 験 I 4 1 
教 材 研 究 17 16 
道徳教育の 研究 4 2 






教科 名 教育心 理学
授業 科目 内 ，谷，.τァ
単 位 必 ｜ 選必
教 育心 理学 4 4 
初等 教 育 原理 4 4 
幼 児心 理学 4 
児 童心 理学 4 
青 年心 理学 4 
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教 科 心 理 学
学 習 心 理 学
社 会 心 理 学
学 級 心 理 学
グ ル ー プ
ダイ ナ ミ ッ ク ス
心 理 治 療
臨 床 心 理 学
精 神 衛 生
精 神 薄 弱 児の 心 理
教 育 評 価
教 育 統 計
心 理 学 測 定
心 理 学 史
教 育 心 理 学
実 験 I




学 習 指 導
教 育 社 会 学
教 育 実 習
教 材 研 究
道徳教育の研究
教 育 心 理 学特 別講 義



























主許状劇 授 業 科 目 ｜ 内 容 i盤｜備 考
職 業 指 導 ｜ 職 業 指 導 原理 I 4 I 
精 神 査
（実習 2 を含む）職業指導の技術 ｜
面接相談の技術職業指導
職 業 指 導 の ｜顧 業 指 導 の I 4 運 営 管 理 ｜ 運 営 管 理
職 業 情 報
保 健｜； 校生保 ：l�H
保 育 図 工 I 2 
幼 稚 園 ｜ 保 育 内 容 研究 ｜ ｜一




養護学校 ｜教 育 実 習
｜ 保 育 ダ ン ス I1 I l 富
特 種 教 育 概論 ｜一三 ｜一一 ｜ 山喜 紳 章 弱 � I 2 
精薄児教育実習 ｜
精 薄 児 の 病理 ｜















附則 の次に次の附則 を加 え る 。
附 則 （昭和38年 3 月 30 日 改正）
こ の規程 （改正） は， 昭和38年 4 月 1 日 か ら実施す る 。
た だ し ， 別表の適用 に かぎ り 昭和36年度入学生か ら適用 し ，
昭和35年度以前の入学生は改正前の規定に よ る 。
1 
2 ． 
‘ ． ． ． 
． ． ． ， 
． ． ． ． ． ． 
． ． ． ． ， 
． ． 
． ， 




a 、－ ． ． 
． ‘ ． ． 
． ．． ． ． ． ． ． ‘ ． ． ． ‘ －－ ． ． － －e． ・
昭和38年度在外研究員募集要項
4 
1 . 種 類
長期在外研究員
甲 種 研 究 員
乙 種 研 究 員
短期在外研究員
(I) 長期在外研究員
10か月 以上 2 年以内の期間， 外国 の大学， 研究所そ
の他こ れ ら に準 ず る公共的な教育施設 ま た は研究施設
において， で き る だけ同一場所 に長期間滞在 し ， 調査
研究に専念す る 者。
イ 甲種研究員
（ 旧 A 項研究員〉
（旧 C 項研究員）
（旧 B 項研究員）
渡航費お よ び 1 年以内 の滞在費 を支給す る 。 し た が
っ て ， 1 年以上滞在 し よ う と す る者にあ っ て は ， 外国
の政府， こ れ に準ず る 公共的機関 ま た は学術の研究 も
し く は振興 を 目 的 と す る 団体等 か ら そ の 1 年を こ え る
期間に ついて滞在費が保証 さ れ てい る こ と 。
ロ 乙種研究員
外国の政府 ， こ れ に準ず る 公共的機関 ま た は学術の
振興を 目 的 と す る 団体等か ら滞在費の全額が保証さ れ
渡航費のみ を支給す る 。
(2） 短期在外研究員
3 か月 以内 の期間， 外国において効果的に 調査研究
に従事す る者。
渡航費およ び相当期間の滞在費を支給す る 。
2 . 資 格
次の各号に該当 す る者 と す る 。
(1） 国立大学の職員に あ っ て は教育職俸給表（ー） の適
zd 
学
短期在外 研究員にあ っ ては55才未満 （明治40年4 月
1 日 以降出生） の者。
推薦の手続き
推せん者に別紙第 1号様式および別紙第 2号様式を添
えて 3月末日ま でに文部大臣あて推せんする こ と 。 ただ
し ， 別表第 1 号様式にあっ ては ，写10部を提出するこ と 。
（別紙様式省略）
第 40 号
用 を受ける者。 （教務職員雪除 く 。 ）
文部省所轄 機関の職員にあっ ては 研究職俸給 表の適
用 を受ける者。 I a . 
(2) 昭 和38年 4 月 1 日 にお い て ， 当該大学 ま た は 当該所 l
轄 研究 機関に 1 年以上在職する者。
(3） 昭和38年 4 月 1 日 にお い て ， 長期在外研究員 に あ っ
ては50才未満 （明治45年 4 月 1 日 以降 出生〉 の者・。




i 差 月 ： 1
I 38 . 3 .  rn I 富
｜ 。 ｜1 38 . 3 .  22 I 1 38 . 3. 28 1 
I 38 . 3. s1 I 1 s8 . 4. 1 1 
I ,, I 
I " I 
I " I I // I I " I I " I 
I ,, I 
I ,, I 
I " I 
I " I 
L�8 .  4 . 1 I 文I ,, I I " I 
I ,, I I " I 1 38 . 4 . 1 l 富
I " I 
I " ｜ 夏営患期実学芸


















美｜ 事務員 （庶務課〉 に採用す る
宏 l 助手 （工学部） に採用する
作 ｜ 技官 （文理学部） に採用する
勝 ｜ 助手 （文理学部〉 に採用する
雄 ｜ 辞職を承認す る
子 ｜ 教務員 （工学部） に採用する
美｜ 附属図書館へ配置換する
江 ｜ 事務員 （工学部） に採用する
子 ｜ 教諭 （教育学部附属中学校） に採用する













子 ｜ 助手 （薬学部） に採用する
信 ｜
弱 ｜ 助手 （経営短期大学部） に採用する























講 附 I <>c （経済主亜L」 臥
」西員 I "' 課） ｜ γ
｜ 中
室 田 中 学 寄 ｜ 片
雲 星 中学寄 ｜ 久
事 務 官 ｜ 申一 （主ー 主�i�教 諭 ｜ 同（附属中学校） ｜ 干教 諭 I .,,（附属小笠藍L」 同
｜ 泉
事 務 官 l I l l  （会 計 課） ｜ 川
今経主主部手 ｜ 吉庶 務 係 長 I _L （経 済学部） I ....L 助 教 授｜ ↓（薬 学 部） ｜ ノト静 岡 大 学 1 �教 授｜ 引講 師 I . .. （薬 学 部） ・ ！ っ 、講 師 I """ （経営短期大学部）｜ 疋
（塁営短期大学芸） ｜ 下｜ 室
G：笠 原
｜ 藤
















































































弘 ｜ 経営短期大学部事務長に 配置換する
雄 ｜ 庶務課課長補佐に昇任 さ せ る
吉 ｜ 庶務課人事係長 に配置換 す る
次 ｜ 経営短期大笠部へ 配置換 す る！ 経営短期大学部総務係長 に 昇任 さ せ る
弘 ｜ 教育学部に 配置換 す る
彦 ｜ 紳戸大学事務局長に 配置換 す る













































































薬 品 製 造 学 特 論
※薬 学 研 究 実 験





薬 化 学 特 論 I 2 
薬品分析化学特論 ｜ 2 
生 薬 学 特 論 I 2 
衛 生 化 学 特 論 I 2 
薬 剤 学 特 論 I 2 
生物薬品化学特論 ｜ 2 
薬 物 学 特 論 I 2 
目科業授
検定料
1 , 500 
改 正の授 業 料 等
数位単炉」同口1 7  4 企 庁 a申E、J街中J串印※ 備考
(2） 履修方法
学生は在学期闘 を通 じて 次の組合わせ に よ り 30単位以
上を履修 して そ の単位 を修得 しな けれ ばな らない。
イ ． 講義は 4 科目 以上 8 単位以上
ロ ． 実験及び演習は薬学研究実験18単位以上及び演習
4 単位以上， 授業科 目 の選択な ら びに履修方法等に
ついて は予め指導教官の承認を得て指導 を 受ける も
の と す る 。
各科目 の単位の認定は試験な ら びに研究報告等に よ
り 当該教官がお こ な う 。
(4） 在学期間中に所定 の授業科目 の単位を修 得 し た 者
は， 学位論文 を提出 し最終試験 を 受けなけれ ばな らな
1 , 500 
1 , 500 
1 , 500 
4 月 1 日 付文部省令第13号で授業料等の改正が公布 さ れ
た が， 本学関係の も のは次の と お り であ る 。
区 分 授業料 入学料
学 部 12' 000 1 ,  500 
夜間において授
業 を行 う 学部
大学院の研究料
大 学 専 攻 科
幼 稚 園
1 , 500 
1 , 500 
1 , 500 
450 
9 , 600 
18 , 000 
12 , 000 
3 , 600 
(3) 
和漢薬研究施設の設置
本学最初の国立学校設置法に よ る 研究施設であ る ， 薬学
部の和漢薬研究施設の設置は， 4 月 1 日 付官報号外第29号




5 . 学 位
2 年以上在学 し て 所定の単位 を修得 し ， 学位論文の審査
お よ び最終試験に合格 した者には， 薬学修士の学位 を授
与 す る 。
入学料及び授業料
入学料 1 , 500円
授業料 18 , 000円
7 . 奨学生制度
目 本育英会奨学生の 出願が で き る 。 選考の う え採用 さ れ
た 者は， 月 額10 , 000円 の奨学金が貸与 さ れ る 。
8 . そ の 他
入学等 に関する 問合せ先
富山大学薬学部学務係
富山市奥 田 5 番地 C T E L  
6 .  
1 . 目 的
富山大学大学院薬学研究科は ， 薬学の広い視野に立っ て
専攻分野において そ の理論及び応用 を研究 し， 深奥を 究
め て ，精深な る 学識 と 研究能力を 養い ， 文化 の進展 と 人類
の福祉に 寄与 し得る 人材を養成す る こ と を 目 的 と す る 。
2 .  修業年限及び在学期間
修士課程 2 年。但 し ， 在学期聞は 4 年を こ え る こ と がで き
な い 。
3 .  学生定員
薬学研究科 （修士課程）
薬学専攻 20名
4. 授業科 目 及び履修方法な ら びに単位の認定
(1) 授業科 目 及び配当単位数は次の と お り







専 攻 名 ｜ 専 攻 科 目 ｜ 備 考
薬 化 学 特 論
薬 品 分 析 化 学 特論
生 薬 学 特 論 出願者は左の専攻科
薬 品 物 理 化 学 特論 目 の う ちか ら第 1 ,
薬 品 合 成 化 学 特論
薬学専攻 ｜ 衛 生 化 学 特 論 第 2 志望 者了選択 し て
薬 剤 学 特 論 願書に 記 入 す る こ
生 物 薬 品 化学特論 」レ 。
薬 物 学 特 論
薬 品 製 造 学 特 論
2.  入学志願資格
(1） 薬学士の称号を有す る 者
（昭和38年 3 月 取得見込の も の を含む）
(2） 前項 と 同等以上の学力があ る と 認め られた者
（昭和38年 3 月 卒業見込 の も の ？と含む）
イ ． 大学を卒業 し た 者
ロ ． 旧大学令に よ る 大学を卒業 した者
． 旧高等師範学校規程に よ る 高等師範学校専攻科 を
卒業 し た 者
ニ． 旧中学校令に よ る 中学校若 し く は高等女学校を卒
業 した 者又は旧専門学校入学者検定規程に よ り こ れ
と 同等以上の学力を有す る 者 と 認定 さ れた 者を入学
資格 と す る 旧専門学校令に よ る 修業年限 5 年以上 （
予科の修業年限を含む） の専門学校を卒業 し た 者
ホ ． 防衛庁設置法に よ る 防衛大学校 を卒業 した者
....... 寸・
金書留 と する こ と 〉
ホ ． 写 真
1 葉 本学所定 の台紙に貼付 し所要事項を記入 す る
こ と 。 （脱帽上半身像， 背影のない も ので 5 ×6 . 5
cm と して 出 願前 l 年以内に撮影 した も の）
へ ． 受験許可 （君主認〉 書
官公庁そ の他民間会社等に在職中 の者は 当該所属長
の受験許可 （承認） 蓄を提出 す る こ と 。
ト ． 返信用封筒
1 通 受験票の送付に使用 す る も ので住所， 氏名 を
明記 し 10円郵便切手 を貼付する こ と 。
保j考 外国人の志願者は上記の出願書類のほか外国人
登録済証明書 （市 ・ 区 ・ 町 ・ 村長発行 の も の） を添
付す る こ と 。 なお出願書類は こ の証明書記載の氏名
を用いる こ と 。
(2） 入学願書の郵送は書留 と し 「大学院入学願書」 と 朱
書する こ と 。
(3) 出 願に関する 事項そ の他に ついて郵便で照会する と
きは， 郵便切手貼付の返信用封筒を同封す る こ と 。
(4) 出 願書類 の不備な も のは受付けない 。
(5) 出 願書類等の提出先
富山大学薬学部学務係
（富山市奥田 5 番地 「 T .E L ① 5529」 ）
5. 選抜方法
(1） 学力検査 と 健康診断及ひ、調査書の各成績を総合 し て
判定する 。
(2) 出 願書類等に偽 り の記載及び申告に不正を発見 した
と き は判定 よ り こ れ ぞ除外する 。
6 .  検査期 日 及び検査科白
(1) 学力検査
(3） 外国に於て学校教育における 16年の課程を修了 した ｜ 期 日
午 前
9 時 ～ 12 時
巳竺
1 1 時～ 3 時者
3 .  出願期間
自 昭和38年 4 月 5 日 （金曜 日 ）
至 昭和38年 4 月 15 日 （月 曜 日 ）
郵送の場合は最終日 ま でに必着する こ と を要す。
4 .  出願手続
(1） 下記の書類 を取揃 え 出 身大学を経由 し て定め られた




本学所定の用紙に大学附属病院， 国 ・ 公立病院， 日
赤病院 ま た は保健所の医師の診断 し た も の。 但 し，
健康診断は昭和38年 1 月 以降に受けた も のに限る 。
ニ ． 入学検定料
金 1 , 500 円 （郵送の場合は郵便為替証書又は現
筆




基礎科目 一 般 物 理 化 学
有 機 化 学
分 析 化 学 ｜｜ 英語及び
専門科目 専攻科目 の第 1 , ド イ ツ語
第 2 志望の各 2 問
題づ っ計 4 問題
口 述 試 験
4 月 24日 （水曜） 午後 1 時か ら実施する 。
7 .  検査場所
富山大学薬学部 （富山市奥 田 5 番地）
8. 合格発表
昭和38年 4 月 26 日 （金曜 日 ） 正午 富山大学薬学部に
掲示する と と も に本人に通知する 。
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9 . そ の 他
出 願手続は書類の訂正， 変更， 検定料の払戻 し な らびに
提出書類等の返却等には応 じない 。
第 1 1 回 卒 業 式
昭和37年度卒業式は， 恒例 日 の 3 月 20 日 午前10時から黒
田講堂 で行なわれ た 。
ま ず ， 証書の授与が行なわれ ， 大学 579 名， 経営短期大
学部 81名 に対 し卒業証書 を， 経済学専攻科 1 名， 薬学専
攻科 3 名 には修了証書が夫々 の代表者に手渡 さ れ た 。 次い
で， 別に掲げた学長 の告辞があっ た あ と ， 文部大臣 （志甫
薬学部長代読〕 ， 吉田 県知事， 桜井県会議長， 山森大学後
援会副会長 の各祝辞がつぎつぎに行なわれ た 。 こ れ に対 し
て大学の卒業生代表 と し て 文理学部の岡崎文枝， ま た ， 経
営短期大学部卒業生代表 と し て 田 中 さ み子がそれ ぞれ 答辞
を述べた 。
こ の 日 ， 豪雪のあ と の残雪は構内のそ こ こ こ に見 られた
が， 卒業式 日 和 と も い う べ き 絶好の晴天であ り ， 温度 も
16 . 7度 と い う ま さ に 陽春のそれ であ っ た 。 父兄の参列は，
年々増え つつある が， 特に， こ の 日 の陽気に誘われてか，
そ の数を増 し， 坐席 の不足はい よ い よ 著 しか っ た 。 こ の分
ではた と え坐席を増 して も ， こ ん どは， 式場そ の も の の狭
隆が問題である こ と が痛感 さ れ た 。
卒 業 ・ 修 了 生 数
文 理 学 部 文 学 科 50名
理 学 科 55名
教 育 学 部 第一中等教育科 44名
第一初等教育科 52名






経 済 学 科
薬 学 科






法 了 生 経 済 学 専 攻科




経営短期大学部 経 営 科 第 二部 81名
合 計 664名
告 示
本 日 こ こ に 昭和37年度卒業並びに修了式 を と り 行ない，
各学部通算 579 名 の諸君及び経首短期大学部の81名 の諸君
に卒業証書を ， そ し て経済， 薬学両学部専攻科通算 4 名 の
諸君に修了証書を御渡 しいた し ま した 。 こ れ にて学修課程
の最終に して最高 の コ ー ス をめ でた く 終了 さ れた訳でこ れ
ま で の長い努力 を ね ぎ ら う と と も に今 日 の よ ろ こ びを諸君
と 御父兄に対 し心か ら祝福いた し ま す 。 木学 と し て 最 も 大 E 品
事な式典に 当た り ， 例年の事なが ら 公私御多忙に も かかわ
ら ず 県知事 さ ん， 県議会議長 さ ん ， 富山市長 さ ん ， 大学後 l 大
援会長 さ ん始め各界層を代表 さ れ る 来賓を御迎 え で き ま し ｜ 学
た 事は ま こ と に あ り がた く ， こ こ に 平素 よ り 本学に賜わる
数々 の思義 と と も に 心か ら御礼を 申 し上げま す 。
さ て ， い よ い よ 実社会に 出 ら れ る 諸君をお見送 り する に E 四
当た り ， 平凡ではあ り ま すが最 も 身近かな問題点 を 3 つぱ l o
か り 。 こ れは恩師， 先輩， 友人な どか ら聞か さ れ ， ま た話 l 号
し あ っ た 事柄で今 も っ て 身に しみて感 じ ら れる あ ま り め で
たい本 日 の門出のは な むけに したい と 存 じ ま す。
諸君は今 「大学 を 出 る んだ。 こ れか ら大いに やる ぞ」 と
い う 旺盛な気概の反面， 大学を 出 る が果 し て う ま く やれ る
だ ろ う か と い う 不安 の念はあ り ま せんか。 い さ さ かの不安
も ない と いう 人が も しあれば， こ れは大そ う な非凡人であ
り ま し ょ う 。 私 の 聞 き 知る 限 り 丁度幼年時代に 誰 し も が擢
る ハ シ カ の よ う に ， かか る 経験は経なければな ら ぬ よ う で
あ り ま す 。 いや長い生涯を 通 じてかか る 気持が断続 さ れ る
も の と 私だけの50数年の体験か ら も い い う る と こ ろ であ り
ま す。
立派な学歴， 豊富な経験に よ る 企業経営者やそ の幹部の
方々は と も 角言 う 程の学歴 も な く 多年刻苦精励 して大きな
経営を し て い る 方 も た く さ んあ り ま す 。 得て し て かかる 職
域において よ く 言われる 事は大学出は 間にあわぬ と 申 さ れ
ま す。 ま た 実際大学 出早々 の人が職場に おいて群盲象 を な
で る のた と え の如 く 壁に う ち 当 り 途方に く れ る 事 も しば し
ば あ り ま し ょ う 。 不安の念がつ き ま と う 事は 当然であ り ま
す。 大学は一般教養を身につける 高度 の専門教育 を し か も
限 られた修業年限に て修得する 主 こ ろ で勢い基本的な も の
が主体 と な っ て い る 訳で， す ぐ さ ま 役立つ よ う な教育 と は
程遠い も のであ り ， こ れ が ま た 大学の使命 で も あ り ま す。 し
か し， 音 も 今 も 変わ ら ず諸君のた く さ んの先輩は社会の各
領域において 指導的立場に あ っ て 立派な業績をあげて お ら
れ ま す。 かかる 先輩 も かつ ては不安の念に か ら れ煩悶 さ れ
た 事例 も 砂 く なか っ た と 思われ ま す。 不安 を払い孜々 と し
て 仕事の一つ一つに取 り 組み こ れ を解決打破 さ れて今 日 あ
る のは何故か。 私はそ の根本は高度の専門的基礎教育に あ
る と 思い ま す。 諸君は本 日 卒業文は修了証書 と と も に扉を
聞 く 無形の金の鍵を手に さ れた の であ り ま す 。 諸君の先輩
がそ う であ っ た よ う に諸君は そ の鍵に大いな る 自 信を も っ
て 職域に臨む矢先き の不安や懸念 の期聞を でき る だけ短い
も のに縮めてゆかれる事を望み ま す。 不安焦燥のあ る と こ
ろ 必ず ネ ガテ イ プ の緊張が伴ぃ， こ れは 決 し て健康な状態
ではあ り ま せ ん。 音， 戦場に臨む夫や子供の出障の門出に
妻や母がよ ろい， かぶ と に名香をた き こ めた と い う ゆか し
い話を聞いてお ら れ る と 思い ま す。 千軍万馬 の武士で も ，
ま し て や諸君の如き 初陣の若侍 も ひ と し く はやる 功名心，
hu l
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戦場に 対す る 不安緊張の念主’ 名香の烹に よ り 心静かに鎖め
た も の と 考え た い と 思い ま す。 と か く の評をあ ま り 気にせ
ず大い な る 自信を も っ て 進 ま れ る 事 を祈 り ま す。 こ の事は
働 き な が ら学ぼ れ る 経営短大の卒業生諸君は既に 経験 さ れ
ている と こ ろ と思い ま す が， 短大卒業 と い う 重みづ けに よ
り ， 今後又別の意味にて再認識 さ れ る 必要があ る と 思い ま
す。 以上が問題点 の一つで‘あ り ま す。
次に職域に おける 仕事は こ れ を選 り 好み す る こ と な く 大
事に し， 自 力に よ り 立派な仕事に仕上げる と い う 事で， 平
凡のよ う ですが肝要な事 と 存 じ ま す。
大学出 の も のに今更こ んな仕事が と 不平不満を抱 く こ と
が き っ と あ る と 思い ま す 。 職域に おいて仕事に 軽重のある
事は 当然であ り ま す。 しか し貴賎の別はあ り ま せ ん。 いや
しい と か きた ない と か文人に恥ずべ き も のは仕事 と は 申 さ
れ ぬ と 思い ま す。 近頃 ア ノレバイ ト が大そ う ブー ム で ア ルバ
イ ト と は本業に 対す る 副業か の如 き 語韻があ る よ う に 聞か
れ ま す。 家庭教師 も ア ルバイ ト のーっか も しれ ま せんが，
アルバイ ト は副業の意ではあ り ま せ ん。 アルバイ ト は仕事
働 く 事そ の も ので誠心こ めて全力をあげて取 り く む も のと
思い ま す。 つ ま らぬ と 思 う 仕事で も 大事に して 自 力で立派
な仕事に 仕上げる と い う 事ですが， 職場で仕事 を与 え られ
て暫ら く は 上役や先輩か ら指導 も注意 も 得 られ ま し ょ う が
いや し く も 大学出の人々は仕事 の最后 ま で指導を受けなけ
ればな ら向ょ う では ま こ と に不見識で， こ れ では 自 己の新
しい ア イ デア ， 創造的な ノ イ エ ス が 出て こ ない筈であ り ま
し よ う 。
学位論文が 出来あ がる場合で も 最初か ら 教授がこ の テ ー
マは学位論文に なる か ら な ど と あ らか じめ 申 して与え られ
ど う も 他人 の悪評や ス キ ャ ン ダルに は 聞 き 耳を立て た が り
人 の よ い評判や菩行に対 しては ， こ れ を ねた む と い う 弊風
がある よ う に思い ま す が ど う で し ょ う か。 こ れ ではいつ ま
で も 自 分遠の狭い職場 も 更に町 も 国 も 世界 も ま こ と に 住み
に く い ま ま で不幸こ の上 も ない と 思い ま す 。 私の友人 が25
年ぶ り で昨年 ヨ ー ロ ツ パ 2 度 目 の訪問か ら帰っ て き ま した
ので， 菅 と 今 と 何か変っ ている か と 尋ね ま す と 格別変っ た
と こ ろ も ないが， つ よ く 気付いた事は どこ へ行っ て も 人々
の顔が柔和に な り 満足 した笑顔が多い事で‘ある と い う 事で
あ り ， E E C の彰響か ど う か し り ま せ んが， それだ けで も
羨 し く 聞 き ま した 。
物には金属のよ う に 電気を よ く 導 く も の， 文空気 の よ う
に導かね も の と あ る よ う に人 の悪評や ス キ ャ ン ダJレが耳に
入っ て も こ れ を 自 分だ けに 留め 絶対に他に伝え ない。 即ち
こ の時は空気のよ う に 不良導体 と な り ， 人 の好評や善行 を
耳に し ， 又は 目 に した時は こ れ を他に も 褒め伝え ， 即ち自
分は金属 の よ う に良導体の役割を果す と い う 事に して は ど
う で し ょ う か。 こ れ に よ り 少 し な り と 人 と の交 り も 生活 も
明か る い も のに な り は し ないで し ょ う か。 以上が第 3 点で
あ り ま す。
以上い ずれ も 平凡な事柄で す が， 平凡こ そ 永い寿命を も
つ も のであっ て大事な事柄 と 思い ま す。 以上で 問題点 を 3
つあげ ま した。
皆さ ん ど う ぞ身体を大事に長期建設のつ も り で息 ぎれ の
し ない よ う がんばっ て 下 さ い。 では， さ ょ う． な ら。
昭和38年度入学試験


















あ り と 判断 さ れて学位論文 と なる も ので ， た と え万巻の書
を読みあ さ り そ れ よ り 得た 知識の集積はいかに膨大な も の
であっ て も 学位論文 と な り 得ない。 諸君は各職域において ｜
与 え られた仕事を選 り 好みせず是非 と も 創造意欲に よ り 研 ’
究， 努力 を続け ら れ る 事を祈 り ま す。 以上が第 2 点で あ り
ま す。
次に 社会人 と し て今 ま で と は違っ た い ろんな人々 と の交
際が頻繁に お き る と 思い ま す が， 一つの職場で何よ り も あ
り がた い事はお互に楽 し く 仕事がで き る と い う 事 と 思い ま
す。 一つ の職場か ら更に他の職域 と の関係更に 圏 内 よ り 国
際的に人 と の交 り について 当面さ れ る 問題が非常に 多 く あ
る と 思い ま す。 時には真剣刃渡 り のよ う な場合か ら 自 には
目 を歯には 歯を と い う 厭な思い も あ り ま し よ う 。 しか し愛
さ れ る 人， 尊敬 さ れ る 人， 信頼のおけ る 人， 要は徳， 誠の
人 が最后の勝者であ る 事は 古言の 「徳孤な ら ず必ず隣 り あ
り 」 と か 「至誠天に通ず」 の誠め を銘記すべ き だ と 思い ま
れ る 。
学部 定員 志願者 受験者 欠席者 合格者
文 理 100 737 430 307 1 12 
教 育 165 630 462 168 147 
経 済 160 1 , 422 889 533 169 
薬 学 80 633 328 305 80 
工 学 230 788 468 320 223 
計 735 4 .210 2 , 577 1 , 633 731 
なお， 短期大学部で も 3 月 26 日 入学試験を行なっ た が，
受験者は 206 名 （ う ち女子18名〕 で， 合格者は99名 〈う ち
女子 7 名） であっ た。
田 中事務局長の転任
田 中事務局長は， こ のた び紳戸大学の事務局長 に栄転 さ
れ る こ と と なっ た 。 35年 5 月 着任以来 3 年 目 である 。 任期
す。 具体的に徳や誠を磨 く 道は多岐にわた る と 思い ま すが ｜ は決 し て長い と いわれぬ。 しか し ， こ の聞は集中建設事業
そ の一つ を 諸君 と と も に考え て みた い と 思い ま す。 人間は ｜ の最盛期 で あ っ た 。 文理学部は文学系校舎の建設を完了 し
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自然科学教室は そ の第 4 期工事 を終え て ， 全棟の 3 分の 2
を仕上げた 。 ま た ， 薬学部は第 1 期工事 を 終え ん と しつつ
あ る 。 こ の上の諸工事は， 既に 出来上っ た 軌道 を 進むばか
り であ る 。 田 中 局長は こ の軌道 を作 る に大いに努力さ れた
ので あ る 。
なお， 局長在任中 の重要な仕事は， 大学院の設置であろ
う 。 も と も と ， 本学の薬学部はそ の前身が越中売薬に縁由
して設立 さ れた も のであ り ， 従っ、 て ， 和漢薬 の科学的究明
と い う 独特の研究分野を も ち， 薬学界において も 特異の存
在であ っ た。 こ れ が大学院に発展 した については， そ の道
の権威者である学長 の志向 と ， こ れ を補佐 した事務局長 の
手堅い努力に 負 う と こ ろ頗る大きい。 富山犬学は こ れ を も
っ て70有余の国立大学中 ， 質において も 平準 を造かに抜い
た も の と いっ て も 過言で ある ま い。
同 局長は正規の学歴を踏んだ人で なし 、。 昭和 6 年東京商
大経理事務講習所に学んだだけで， あ と は 独学力行 し て ，
17年に高文をパス した人で あ る 。 そ の後， 文部省に入 り ，
職階掛長や課長補佐 を つ と め ， 27年阪大の庶務課長， 34年
東北大学庶務部長 を経て ， 本学へ事務局長 と して転任 した
も ので あ る 。 恐 ら く ， 高文ノマスの大学事務職員は珍 しい存
在であ ろ う 。 も っ て逸材振 り が う かがわれ る 。 性寡黙に し
て 重厚， いや し く も 希望的観測 に よ っ て事を運ぶい と う 人
でなかっ た 。 いわば不言実行型の人であっ た。
菅沼事務局 長の新任
田 中事務局長 の転任に伴っ て ， そ のあ と に香川大学事務
局長 の菅沼隆氏が 4 月 1 日 付で就任 した。
菅沼事務局長は静岡県富士宮市出身で， こ と し54才であ
る 。 そ して ， 昭和 7 年早稲田大学高等師範部英文科を卒業
している 。 前々局長で， 現静岡大学事務局長であ る 吉田勇
氏 と 同郷同窓であ る 。 本学がかか る お二人 を本学が前後 し
て お迎え した こ と は， 不思議な縁 と い う べ き で あ ろ う 。 新
事務局長は大学卒業後， 東京女子高等師範に暫 く 勤めた こ
と があ る が， そ の後文部省に入 り ， 昭和20年には大臣官房
秘書課庶務課長 を， 同22年には 東北大学の庶務課長 を勤め
て， 32年に香川大学事務局長 と な り ， 今回の転任 と なっ た
のであ る 。 東北大学時代は， 事務局長事務取扱を勤めた こ











｜ 文 理 学 部 ｜
3 月 5 日 学部係長会議


































人事教授会 i 富自 然科学教棟増築 部屋割に伴う 研究室移転
完了
山大学




























｜ 薬 学 部 ｜
4 年次学生特別研究発表会 （11 日 ま で〉






｜ 工 学 部 ｜
3 月 8 日 文部省技術教育課課長補佐柳川覚治， 文部
技官若宮周信氏ほか 1 名学部施設視察のた
め来部
6 日 学友会 （卒業生 を送る パー テ ィ 〉
- 21 -
第 40 号 学
13 日 教授会
・ ‘ ” ‘ . . . ・ ， ． ・ ， ， ． ・ ， ． ・ ・ • ＇』 . . . . . ‘ ． ， ． ・ . a ， ・ ， ， . . ’ ‘ . . . . . . ・ ’ . . ’ . . ・
， ， . . . . ー
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27 日 人事教授会 新 任 者
30 日 教授会 事 務 局
事 務 員 平野 一美
文理学部
3 月 5 日 第 6 回商議会 （館長候補者選 出） 技 官 宮谷 大作
7 日 事務打合会 （38年度事業計画） 薬 学 部
17 日 事務研修会 （佐賀大図書館管理係長外 1 名 助 手 室 郁子
を囲んで） 事務補佐員 長崎 淳子
，， 大西 湊子｜ 本 部 i ，， 深井 和美
3 月 6 日 事務協議会 工 学 部
7 日 レ ク リ ェ ー シ ョ ン専門部長会議 教 授 若林嘉一郎
12 日 ア イ ソ ト ープ委員会 助 手 藤田 宏
，， 建築委員会 事 務 員 南雲 修
15 日 事務協議会
，， 中 本 敏江
，， 至�ii'号p；拭＇� 教 務 員 西出 紀子
，， 附属小学校卒業式 事務補佐員 泉 洋子
16 日 附属中学校卒業式
，， 南 久子
18 日 附属幼稚園修了式 短期大学部
20 日 卒業式 助 手 藤本 利弼
23 日 入学試験 （24H ま で） 移 車三
25 日 レ ク リ ェ ー シ ョ ン委員会 教育学部
28 日 北陸三大学施設課研修会 附小事務官 福 田富美枝
29 日 建築委員会 工 学 部
30 日 評議会 助 手 能登谷久松
． ・ ， ． ‘ ’ ・ ’ . . ， ・ ， ， . . . . ・ ， . . . ， ・ ’ ． ． ・ . . . . ， ・ ・ . . . ・ ．｜ 経営短期大学部 ｜ 余 録
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3 月 2 日 入試健診証明書審査 昭和38年度国立大学職員定員
4 日 卒業見込者再試験 （ 5 日 ま で〉 (38 . 4 . 1官報号外文部省令第11号別表 1 )
6 日 志賀高原発浦 ス キ ー実習 (12日 ま で ）
’F 専任教官会議 （20回） 大 '¥ :?' コ ｜職員定員 ！I 大 学 メ.f'コ ｜職員定員
11 日 英語追再試， 入試問題受領 北 海 道 大 学 3, 744 千 葉 大 Aす孟4ー与 1 , 893 
13 日 城宝主事， 田 中事務局長 ， 県緑化推進委へ 北海道 学 芸 大 学 854 東 五ミ 大 最：子込4 8 , 485 
（植林の件） 室 蘭 工 業 大 学 245 東京医科歯科大学 1 , 476 
14 日 教官会議 （ 2 回） ， 専任教官会議 （21回） 小 持 商 科 大 学 135 東 京 外 国 語大学 180 
卒業認定 帯 広 畜 産 大 学 207 東 京 学 芸 大 学 947 
15 日 植樹碑建つ 弘
前 大 学 1 , 185 東 京 農 工 大 学 446 
岩 手 大 持寸4ー． 725 東 京 芸 術 大 学 313 
20 日 卒業祝賀会 ( 1 番室） 東 ’北 大 Aづ込＝らー 4 , 996 東 京 教 育 大 学 1 , 495 
26 日 短大入試， 入試調査書審査， 経済， 短大合 秋 田 大 学 509 東 京 工 業 大 学 1 , 31 1  
問委員会 ， 入試採点 （29日 ま で〕 山 形 大 寸A主4・ 764 東 京 商 船 大 学 244 
29 日 編入志願者面接試験 福 島 大 且づt一． 423 東 京 水 産 大 学 288 
茨 城 大 《すミ1鴫与 740 お茶の水女子大学 351 
宇 都 宮 大 学 494 電 気 通 信 大 学 252 
群 ，馬 大 学 1 , 474 一 橋 大 Aザ孟dー与 386 
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学 長 1 助 手
教 授 85 教 諭
助 教 授 1 02 養護教諭
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2 , 276 
732 
1 , 301 
｜ 職員定員 ｜！ 大 学 名 ｜職員定員
大 学｜ 1 , 939 II 京都工芸繊維大学大 学 1 600 11 大 阪 大 学
大 学｜ 1 . 945 11 大 阪 外 国 語大学
福 井 大 学｜ 413 11 大 阪学芸 大学
梨 大 学｜ 必8 II 紳 戸 大 学
信 州 大 学I L704 II 紳 戸 商 船 大学
岐 阜 大 学 1 656 II 奈 良学芸 大学
静 岡 大 学｜ 987 II 奈 良 女 子 大学
名 古 屋 大 学I 3 ,068 11 和 歌山 大 学
愛 知学芸 大学1 556 II 鳥 取 大 学
名 古 屋 工 業大学｜ 425 II 島 根 大 学
三 重 大 学l 485 II 岡 山 大 学
滋 賀 大 学｜ 31 8 II 広 島 大 学
京 都 大 学I 4. 983 II 山 口 大 学
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